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業の分かりやすさやおもしろさが大きく影響している

ことが分かる。【図１】 
また，杉山正一注４）は，小学生を対象に行った「子ど

もにたちに対するアンケート（どんなときにやる気を

起こしますか）」の結果から，「問題の意味や，やり方

が分かるとき」や「先生が分かりやすく教えてくれた

とき」に子どもの「やる気」が起こると述べている。 
これらの調査から，教師が分かる授業やおもしろい

授業を行うことで，児童の「学ぶ意欲」を高めること

ができると分かる。 
３ 実習校の児童の実態から 

実習校では，与えられた課題をきちんとこなし，教

師の言うことにも素直に従う児童が多い。しかし，与

えられた課題以上のことを行おうとする児童や，自ら

積極的に新しいことに挑戦しようとする児童は少ない

と感じた。具体的な児童の姿としては，親や教師に認

められることを目的に勉強している姿，単に黒板の内

容をノートに写すだけで学習に満足している姿，「どう

してそう考えたのですか。」という根拠を求める言葉に

対し，「なんとなく。」と安易に答えてしまう姿，答え

が合っていれば分かっているとする姿などである。 
以上のような児童の姿を，実践を通して「学びを楽

しむ姿」に変えていきたいと考えた。 
４ 教職大学院での理論の構築から 

教職大学院「カリキュラムの開発と評価Ⅰ」の授業

において，「教科中心主義」ではなく，子どもの学ぶ意

欲・態度・自主性に任せようという「子ども中心主義」

の考え方が大切であると学んだ。このことから，現在

の学校教育では，子どもが自ら考え，自ら学ぶ姿勢を

育むことに重点が置かれていることが分かった。 
また，「授業づくりの内容と方法Ⅰ」「実践的授業研

究Ⅰ」の授業においては，「分かる」「できる」「身に付

く」を実感させる「問題解決学習」の大切さについて

学んだ。ここでは，教材に出会った子どもが自ら課題

を見出し，解決するための効果的な働きかけを，教師

が行っていくことが必要であると分かった。 
これらの学びを生かした授業づくりを行うことが，

児童の「学びを楽しむ姿」に結び付くということを，

実践を通して自分の理論として構築していきたい。 
１，２，３，４の観点から，児童の「やってみよう」

という思いを引き出すことで，学ぶ楽しさを実感でき

る児童の育成を目指したいと考えた。 
 
Ⅲ 研究の方法 

１ 研究対象 

 
 
 
 
 

２ 目指す児童像 

 本研究では，「やってみよう」を引き出す実践を通し

て，以下のような「学びを楽しむ姿」を目指す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 「やってみよう」を引き出す授業実践にあたって 

やる気を向上させるための子どもへのアプローチの

方法として，Jere Brophy 注５）は２つの方法を挙げてい

る。１つは「欲求理論」という，子どもの「勉強が楽

しい」「もっと勉強したい」と思える欲求に働きかける

方法である。もう１つは「行動強化理論」という，子

どもに報酬を与えることで，その行動に価値を見出さ

せ，繰り返し行わせることでやる気の向上につなげる

方法である。「行動強化理論」は，子どもの変容を捉え

やすいことから，簡単に実践ができる。例えば，子ど

もが課題を達成できた際，シールやスタンプなどを与

えるといった方法がこれにあたる。報酬が視覚化され

るため，子どもは学びに対する喜びを実感しやすいだ

ろう。しかし，最終的には「欲求理論」のように，子

どもの「勉強が楽しい」「もっと勉強したい」と思える

欲求に働きかける方法が必要である。このことから，

児童の「やってみよう」という内的動機づけを引き出

し，「学ぶ」という内容自体におもしろさを見出させる

ような授業づくりが必要であると考えた。 
また，Jere Brophy は，教師が行う働きかけをより

効果的にするためには，学習コミュニティの形成が重

要であると述べている。そして，学習コミュニティを

築く上で達成すべき重要な課題として，①教師が自分

自身と学級を子どもにとって魅力的なものにすること，

②個人的，協同的な学習目標に子どもの注意を集中さ

せ，目標達成を支援すること，③学ぶ価値のあること

を，子どもがその価値を理解できるやり方で教えるこ

との３つを指摘している。 
学校における児童の生活の場は，学級が主となる。

学級は，「出会い」「遊び」「学び（学習）」など，様々

な要素で構成されており，各要素は児童にとって魅力

的なものである。ここではその要素の１つである「学

習」に焦点を当てていく。 
私は，「学習」を魅力的なものにしていくために，児

童の「やってみよう」を引き出す授業実践を行う。こ

の実践を行うにあたり，まずは，児童が「やってみよ

う」と思える学級が必要であると考えた。そこで，第

１次実践を，「やってみよう」の土台となる学級づくり

① 「学ぶ姿勢」が身に付いてきた児童。 
何度も挑戦している姿，集中している姿，こ

だわって取り組む姿など 
② 「学ぶ意欲」が高まってきた児童。 

学んだ知識を使いたくなっている姿，学んだ

知識を使っている姿など 
③ 自ら課題を見出し，解決できる児童。 

学んだ知識で課題を解決しようとする姿 

連携協力校 A（教師力向上実習Ⅰ・Ⅱ） 
２年１組  男子 15 名，女子 14 名（計 29 名） 

連携協力校 B（教師力向上実習Ⅲ） 
５年１組  男子 19 名，女子 18 名（計 37 名）
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の実践として位置付けた。ここでは，「基本的な生活習

慣の育成」と「望ましい人間関係の形成」を通して，

児童一人一人が「気持ちよく過ごせる教室」の実現を

目指すことにする。このねらいの達成が，Jere Brophy
の指摘する課題①の達成へとつながり，「やってみよう」

を引き出すための環境づくりになると考えた。 
また，児童の「やってみよう」を引き出すためには，

教師が分かる授業やおもしろい授業を行う必要がある。

そこで，第２次実践を，児童の「やってみよう」に迫

る授業づくりの実践として位置付けた。Jere Brophy
の指摘する課題②の達成に向けては，学習目標の達成

を意識した授業展開が必要であり，そのためには児童

の発達段階を考慮した支援と，教材に対する理解が不

可欠である。そして，課題③の達成に向けては，児童

に「分かる」「できる」「身に付く」を実感させる授業

展開の工夫が必要である。このことから，「児童の発達

段階の考慮」「教材の理解」「授業展開の工夫」という

３つの視点を軸に，分かる授業やおもしろい授業を展

開していくための教師力向上を目指すことにした。 
４ 研究の仮説 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

５ 研究の手だて 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 研究構想図 

 

 
 
 
７ 研究の計画 

 教師力向上実習Ⅰ（５月 13 日～６月７日） 
 手だて①「整理・整頓」を心がける生活習慣の育成 

◆道徳 

ひきだしの中〈１－（１）節度，自制，自立〉 

手だて②「気持ちよくなれる言葉」による人間関係づくり 

◆特別活動（学級活動） 

正しい言葉遣い 
手だて③「児童のノート作成例」を基にした板書づくり 

◆算数科 

長さ（９時間完了） 

 教師力向上実習Ⅱ（９月 24 日～10 月 18 日） 
 手だて④「教科書研究シート」の作成 

手だて⑤－１ 

「分かっていること」と「知りたいこと」をおさえさせる授業展開（低学年） 

◆算数科 

ふえたりへったり（３時間完了） 

計算のじゅんじょ（２時間完了） 

 教師力向上実習Ⅲ（11 月 12 日～11 月 22 日） 
 手だて⑤－２ 

「分かっていること」と「知りたいこと」をおさえさせる授業展開（高学年） 

◆算数科 

面積（13 時間完了） 

①  基本的な生活習慣を身に付けさせることがで

きれば，児童の学級生活に対する意欲を高めるこ

とができるだろう。 
②  互いを尊重し，よさを認め合う人間関係を形成

させることができれば，児童の学級生活に対する

意欲を高めることができるだろう。 
③  発達段階を考慮し，児童の視点に立って授業を

展開することができれば，児童のやる気を高める

ことができるだろう。 
④  児童にとって最も身近な教材である教科書の

研究を徹底して行えば，着目させたいこと，つま

ずきやすい場所，その対策などを明らかにして授

業に臨むことができるだろう。 
⑤  教えることを精選し，思考の流れを生み出すよ

うに授業展開を工夫すれば，児童が自ら考える力

や学ぼうとする意欲を高めることができるだろ

う。 

仮説①に対する手だて① 
「整理・整頓」を心がける生活習慣の育成 

仮説②に対する手だて② 
「気持ちよくなれる言葉」による人間関係づくり 

仮説③に対する手だて③ 
「児童のノート作成例」を基にした板書づくり 

仮説④に対する手だて④ 
「教科書研究シート」の作成 

仮説⑤に対する手だて⑤ 
「分かっていること」と「知りたいこと」をおさえさせる授業展開

第
一
次
実
践 

第
二
次
実
践 

【図２】研究構想図 
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Ⅳ 実践内容 

１ 第１次実践 

手だて①「整理・整頓」を心がける生活習慣の育成 

（１）児童の実態 

２年１組の児童は，教師の指示に従って正しく行動

しようとする場面が多く見られる。下校前に机や椅子

を整理・整頓するように指示があれば，その一言でき

ちんと気付いて行動することができる。 
しかし一方で，教師の指示のない状況では，身の回

りが乱雑になっていても平気でいたり，机の中やロッ

カーの中がいらない物でいっぱいになっていても気に

留めなかったりする場面が見られる。 
（２）実践のねらい 

物の整理・整頓に心がけるといった基本的な生活習

慣は，生涯にわたる行動の規範となるため，低学年の

児童にとって欠かせない指導内容である。そこで，本

実践では，児童の実態を踏まえ，進んで整理・整頓を

しようとする意欲をもたせることから，一人一人が「気

持ちよく過ごせる教室」をつくることをねらいとする。 
（３）実践の様子と考察 

＜道徳  ５月 16 日（木） 実践＞ 

資料「ひきだしの中」を用いて，実践を行った。資

料の主人公が整理・整頓を行う様子から，身の回りを

整えることの大切さと，整理・整頓後のすがすがしい

気持ちを感じ取らせた。そして，道具箱の整理・整頓

を通して，その気持ちを実感させる活動を行わせた。

また，児童の整理・整頓に対する意欲を，自分の身の

回りに対してだけでなく，教室全体にも広げられるよ

うに，整理・整頓されている教室（優しい妖精の教室）

とされていない教室（やんちゃな妖精の教室）を，比

較させる活動を行わせた。【写真１】 
 
 
 
 
 

 

【写真１】「優しい妖精の教室」と「やんちゃな妖精の教室」の比較 

 
 
 
 
体験的，視覚的な働きかけを通して，自分たちが気

持ちよく教室で過ごしていくためには，整理・整頓が

欠かせないということに気付かせることができた。 
実践後は，「気持ちよく過ごせる教室」の実現に向け，

「帰る前に机と椅子を整頓する」「ロッカーの中をきれ

いにする」という２つの共通課題を児童に与えた。ま

た，「気持ちよく過ごせる教室」の実現に必要な課題を

一人一人に考えさせ，それぞれの「自己課題」として

設定させた。これらの課題の達成に向け，児童は日々

の自己評価活動に取り組んだ。    
この活動では，「自己課題」も含め，課題を３つとも

達成できたら花丸，２つ達成できたら二重丸，１つ達

成できたら丸を，それぞれ自己評価シートに記入させ

ていった。 

  
児童の花丸の数が最も多かった日が，活動から３日

後の５月 20 日（25 名），最も少なかった日が６月４日

と５日（各 19 名）であった。学級の児童数 29 名に対

し，66％から 86％の児童が継続して花丸を記入してい

たことから，整理・整頓を通して「気持ちよく過ごせ

る教室」をつくっていこうとする児童の思いの強さを

感じ取ることができた。しかし，少しずつではあるが，

活動開始時に花丸や二重丸を記入していた児童が，活

動終盤には二重丸や丸を記入するようになっていく様

子も見られた。活動に対する意欲を継続させていくた

めには，道徳の実践内容を振り返らせる時間を設け，

個々の成長を実感させる働きかけを行う必要があった

と考える。【図３】 
実践の成果は，以下のような形で教室に表れていた。 
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 印を２か所に設定したことで，机

と椅子を意識して整頓できる児童が

増えた。また，自分の机や椅子だけ

でなく，帰りの挨拶後に教室全体を

見渡して，友達の机や椅子を整頓し

てから下校する児童の様子も見られ

るようになった。 

 

 

 

実践前は飛び出したランドセルや，落ちた帽子，体育館シューズの袋

などが気になったが，実践後は児童一人一人が「自分の持ち物は自分の

ロッカーにきちんとしまう」ということを意識できるようになった。 

【図３】自己評価活動から見られる児童の継続性

 

日 

児
童
数 

【写真２】机と椅子の様子 

【写真３】実践前と実践後のロッカーの様子

「やんちゃな妖精の教室」「優しい妖精の教室」の順に，それぞれの

写真を提示した。両者の比較から，児童は，整理・整頓をして気持ちよ

く過ごせる教室を目指したいという気持ちを高めることができていた。

実践前 実践後 

優しい妖精の教室 やんちゃな妖精の教室 

－54－



 

【写真２】【写真３】から，児童の整理・整頓に対す

る意欲の高まりを感じることができる。しかし，「教師

に褒められたくて」「周囲に認められたくて」といった

感情から，整理・整頓を行っている児童もまだ少なく

はない。道徳の実践を通して感じ取った「すがすがし

い気持ち」や，自分たちで見つけた「爽やか」という

言葉を大切にさせ，今後も継続的に整理・整頓を促す

ような声かけ指導を行っていく必要があるだろう。 

手だて②「気持ちよくなれる言葉」による人間関係づくり 

（１）児童の実態 

２年１組の児童は，人を直接的に傷つけるような言

葉をほとんど使わない。そのような言葉が悪い言葉で

あるということを理解できているように感じる。困っ

ている友達を見かけたら，何かアドバイスを与えよう

と努めたり，友達の間違った行動を見かけたら，心配

して正そうと努めたりすることもできる。しかし，口

調が強くなってしまうことがあり，相手に優しい気持

ちが十分に伝わっていない場面がよく見られる。 
（２）実践のねらい 

友達のよさを認め合いながら，言葉かけの実践的態

度を育てることは，望ましい人間関係の育成のための

有効な手段であると考える。そこで，本実践では，児

童の実態を踏まえ，自分や友達が「気持ちよくなれる

言葉」について考えさせることから，一人一人が「気

持ちよく過ごせる教室」をつくることをねらいとする。 
（３）実践の様子と考察 

＜特別活動（学級活動） ５月 24 日（金） 実践＞ 

「気持ちよく過ごせる教室」の実現には，みんなが

「気持ちよくなれる言葉」が必要であるということに

気付かせ，友達への言葉かけについて考えさせる実践

を行った。児童はこれまでの友達との言葉のやりとり

を振り返る中で，「気持ちよくなれる言葉」と「気持ち

よくなれない言葉」が存在することに気付いた。そこ

で，実践後に，「気持ちよくなれる言葉＝優しい妖精言

葉」「気持ちよくなれない言葉＝やんちゃな妖精言葉」

とし，児童の考えを基に作成した掲示による「気持ち

よくなれる言葉」の体験発表活動を，毎日の帰りの会

の中で行わせた。 

 

 
 
 
 
 
 

【資料１】「気持ちよくなれる言葉」の体験発表活動 

 
 
 

初日のシール獲得数は５枚。「ありがとう」が最も多

く発表され，名前を挙げられた児童からは嬉しそうな

表情が見られた。10 日間の活動であり，下校指導を優

先して発表ができなかった日もあったが，児童は活動

最終日までに 104 枚のシールを獲得し，10 人の妖精を

増やすことができた。【資料１】 
活動を通して，児童に進んで友達のよいところを発

見しようとする姿勢が身に付いてきた。また，「T 君は

いつもおはようって言ってるね。おはよう名人だ。」「H
さんが大丈夫？って言ってくれたから泣かずに我慢で

きた。H さんは優しい。」など，児童が友達の新たな一

面に気付き，学級の絆を深めることができていた点も，

この活動の大きな成果であった。 
児童は「気持ちよくなれる言葉」を意識して使える

ようになってきている。しかし，「気持ちよくなれない

言葉」の使用も見られる。「邪魔。」ではなく「ちょっ

とどいてね。」と言うなど，「気持ちよくなれない言葉」

は，発言者の心の状態によって伝える印象を変えられ

ることに，気付かせていく必要があるだろう。 
２ 第２次実践 

手だて③「児童のノート作成例」を基にした板書づくり 

（１）児童の実態 

２年１組の児童は，明るく素直で，真面目に学習に

取り組もうとする。意欲的に挙手・発言できる児童も

多く，授業には活気が溢れている。しかし，多動な傾

向の児童や理解面で個別の支援を必要とする児童も若

干名いる。書く作業を取り入れることやすき間の時間

をできるだけつくらないように心がけ，集中が持続す

る時間を長くしていくように努めているところである。 
算数科に関しては，興味をもって取り組む。しかし，

全体の習熟状況にはやや個人差が見られる。また，問

題の意味を読み取ることが苦手な児童も多い。 
（２）実践単元の指導計画 

算数科：長さ（９時間完了） 

時 内         容 

１ ○ 長さ比べに関心をもたせ，普遍単位の必要性に気付かせる。 

２ ○ 長さを測定する単位として cm を用いることを理解させ，正しく測定することができるように

させる。 

３ ○ 長さの単位に mm があること，１cm＝10mm であることを理解させ，mm の単位まで長さを

測定することができるようにさせる。 

４ ○ 直線の長さを測定することを通して，cm と mm の単位の関係を理解させる。 

５ ○ ものさしを使って，直線をかいたり見つけたりすることができるようにさせる。 

６ ○ 簡単な場合の長さのたし算やひき算の仕方を考えさせ，正しく計算することができるように

させる。 

７ ○ 示された長さを測定したり，手や指を使ってその長さを表したりさせて，長さの量感を豊か

にさせる。 

８ ○ 身の回りのものの長さを見積もったり，正しく測定したりすることができるようにさせる。 

９ ○ 練習問題を通して学習内容の確認を行わせる。 

 

 

児童は掲示にある言葉で，その日に友達から「言われた体験」につい

て発表する。発表の数１回につき優しい妖精シールが１枚貼られ，シー

ルが 10 枚貯まると掲示の中に妖精（友達）が増えていく活動である。

 

最終日 初日 
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（３）実践のねらい 

低学年の児童は，自分で判断して必要な内容を取捨

選択することはできず，教師の板書をそのまま一所懸

命にノートに写し取ろうとする。そこで，本実践では，

「児童のノート作成例」を基に，児童の視点に立った

板書づくりを行うことをねらいとする。 
（４）実践の様子と考察 

本実践は，算数科の「長さ」の単元を通して行った。 
単元の指導にあたっては，まず，第 1 学年での学習

を受け，児童の身の回りのものから任意単位を設定し

数値化する活動から入り，問題が生じたときの解決方

法を明らかにすることで，普遍単位の必要性を感じさ

せるようにした。また，ものさしの目盛りの読み方の

指導では，拡大図を用意し，目盛りの数字を板書する

などの工夫をした。【資料２】 
 

 
 

 
 
 
【資料２】視覚的な教材 

 
１mm 単位の学習後は，ものさしの目盛りを正確に

読み取る操作活動の時間を十分に確保するようにし，

端から目盛りを読むだけでなく，ものさしの途中の部

分を用いた測定も組み入れた。細かい目盛りの読み取

りが思うようにできない児童に対しては，cm と mm
を色分けした拡大図を作成し，理解につなげていける

ように働きかけた。また，長さを測り取って直線を引

く方法を丁寧に指導し，基本的な操作方法を身に付け

させるようにした。そして，およその長さの見当をつ

けた上で測定する活動なども組み込み，長さについて

の量感を養っていくようにした。 

単元の全ての指 
導において，「児童 
のノート作成例」 
を考え，これに連 
動する形で，児童 
がノートを作成し 
やすくなるような 
板書づくりを行っ 
た。シンプルかつ 
視覚的に分かりや 
すい工夫を取り入れたことで，児童がノートの作成に

負担を感じないような授業を展開することができた。

また，児童の視点に立った板書づくりを行ったことで，

教師の説明量を省き，児童の思考場面を増やす効果も

生み出していた。【資料３】【資料４】 
課題としては，低学年の児童に適した文章量や，少

しずつノートに書かせることなどを十分に意識できな

かったことが挙げられる。 低学年の児童に適した文章 
量を考慮して板書計画を作成することや，ノートに書

くタイミングの指示を意識して行うことが，児童の学

びやすさや意欲の向上に大きくつながると分かった。 
 

 

 

 

 

  

 
 
 

【資料４】「児童のノート作成例」を基にした板書 

 

 

 

 

単元の終末に行わせたワー 
クシートの結果は，29 名中 
14 名が満点，10 名が１問間 
違えただけであった。誤答数 
が２問以上であった５名の児 
童も，「cm や mm に下線を 
引いて考える」という授業で 
学んだ解き方を用いて，一所 
懸命に問題を解こうと努めた 
形跡がワークシートから見ら 
れ，学習課題に対して意欲的 
に挑戦しようとする姿を感じ 
取ることができた。「細かい目盛りの読み取りが思うよ

うにできない」という児童のつまずきに対し，「児童の

ノート作成例」を基にして視覚的な説明を取り入れた

板書づくりを行ったことから，このような児童の姿を

引き出すことができたと推察する。【資料５】 
 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 児童に量感をつかみやす

くさせるための働きかけと

して，１cm ものさしと通常

のものさしの拡大図を作成

し，視覚的な説明を多く取り

入れた。 

 

 

児童がノートに写す場所 教師が説明に使う場所 

１行空ける 

１マス空ける 

１．「長さ」の学しゅうでわかったことやできるようになったこと 
○ まっすぐな線のことが直線とわかった。 
○ 長さをはかれるようになった。 

 ○ 長さのたし算とひき算ができるようになった。 
２．「長さ」の学しゅうでおもしろかったこと 
 ○ cm と mm が①わかっておもしろかった。 
 ○ むずかしかったけど長さを②はかれるようになっておもしろかった。 
 ○ ③みんなでいっぱいはかったことがおもしろかった。

３．もっとやってみたいこと 
○ ④みんなでもっといろいろ⑤はかってみたい。 
○ 長さのたし算やひき算をもっと⑥やってみたい。

○ ⑦ノートにかいてたくさん⑧発表したい。 
○ 長さのことをもっと⑨知りたい。 

【資料３】児童のノート作成例

「黒板の左側＝児童がノートに写す場所」「黒板の右側＝教師が説明

に使う場所」「緑の丸印＝１マス空ける」「緑の直線＝１行空ける」など，

シンプルかつ視覚的に分かりやすい工夫を板書に取り入れ，実践した。

 

 

【資料５】「長さ」ワークシート 

【資料６】学習の感想（「長さ」の学習の感想文より抜粋）
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単元を終えた際に，児童に学習についての感想文を

書かせた。【資料６】 

下線①②からは，児童が新しい知識を習得すること

におもしろさを感じていることが分かる。また，下線

⑤⑥からは，習得した知識をさらに使いたいという姿，

下線⑨からは，より深い知識を習得し，分かることや

できることを増やしたいという姿がそれぞれ見られる。

このことから，「分かる」「できる」ようになることは，

児童の「やってみよう」という思いと強く結び付いて

いると言える。 

下線③④からは，児童が「みんな」で学習すること

に意欲的であることが分かる。個の学びを集団の学び

へと発展させていくことが，児童のやる気を引き出す

ことにつながると推察する。 
下線⑦⑧からは，児童がノートの作成を通してやる

気を高め，発表するという自信をもつまでに至ってい

ることが分かる。ノートの作成が児童の「やってみよ

う」を引き出す上で有効であったと言える。 

手だて④「教科書研究シート」の作成 

手だて⑤－１ 

「分かっていること」と「知りたいこと」をおさえさせる授業展開 

（１）児童の実態 

教師力向上実習Ⅰと比較し，計算問題を得意とする

児童が増えてきた。「たし算とひき算のひっ算（２）」

の単元では，意欲的に計算問題を解き，自信をもって

発表する児童が多く見られた。そのため，基本的な計

算処理能力はある程度身に付いてきていると考える。

しかし，問題の意味を読み取ることが苦手な児童が多

いため，文章題を見ると「分からない」「難しい」とい

う気持ちが先に来て，最後まで諦めずに解こうとする

意欲が減ってしまっているように感じる。 
（２）実践単元の指導計画 

算数科：ふえたりへったり（３時間完了） 

時 内         容 

１ ○ 増増の場合について，順に考えたりまとめて考えたりさせる。

○ 増増の問題を，いろいろな考え方で解けるようにさせる。 

２ ○ 増増の場合について，まとめて考えさせる。 

○ 増増の問題を，まとめて考える方法で解けるようにさせる。

３ ○ 増減や減増の場合について，まとめて考えさせる。 

○ 増減の問題を，まとめて考える方法で解けるようにさせる。

 
算数科：計算のじゅんじょ（２時間完了） 
時 内         容 

１ ○ 加法の結合法則と（ ）の使い方を知り，（ ）を用いた式の

計算ができるようにさせる。 

２ ○ ＞，＜，＝の意味と使い方を知り，記号を用いて数量関係を

式に表すことができるようにさせる。 

 

（３）実践のねらい 

本実践では，学習指導案に加えて「教科書研究シー

ト」を作成することで，児童にとって最も身近な教材

である教科書から，着目させたいこと，つまずきやす

い場所，その対策などを明らかにし，学習目標の達成

に向けた授業を行うことをねらいとする。 
また，児童の実態から，問題の意味を把握する力を

身に付けさせ，意欲的に文章題に取り組めるようにさ

せることも，合わせてねらいとする。 
（４）実践の様子と考察 

本実践は，算数科の「ふえたりへったり」と「計算

のじゅんじょ」の２単元を通して行った。 
「ふえたりへったり」の単元は，加減の組み合わさ

れた，３要素２段階の問題を加減のオペレータ（変量）

に着目した考え方で解くことを目標とする。この単元

を通して，児童に増増の数量に着目して「じゅんにた

す」考え方と「まとめてたす」考え方の２通りの考え

方を学習させた。また，「計算のじゅんじょ」の単元は，

加法の結合法則と（ ）の意味を理解し，（ ）を含む

式の計算ができることを目標とする。「ふえたりへった

り」の学習を基に，加法の結合法則や（ ）を使った

式の計算，等号や不等号の使い方などについて学習さ

せた。 

２単元の全ての実践を，教科書研究を基に行った。

鈴木健二注６）は，教科書研究の最も初歩的な段階として，

以下の２つのステップを提唱している。【資料７】 

 

 

 

 

 

 

  

この２つのステップを参考に，具体的な教科書研究

の手だてとして，「教科書研究シート」を作成した。教

科書に記載されている文章や，写真，図，絵などの意

味を細かく分析し，教科書の意図をより確実に理解す

ることを目的とする。【資料８】 

①の問題文とあひるが遊ぶ絵において，問題文を読

む児童の視点から，「分かっていること」（池のあひる

の数や加わったあひるの数）と，「知りたいこと」（最

終的なあひるの数）を分析した。この分析を生かし，

問題文から「分かっていること」に下線を引かせ，「知

りたいこと」を四角で囲ませるという，「題意をつかま

せるための活動」を，②で考えることができた。また，

①で「みらいさん」や「つばささん」といった児童に

馴染みの深いキャラクターの考え方を，言葉や図から

分析した。ここからは，情報を視覚化して児童に説明

したり，数図ブロックなどの具体物を活用させて考え

させたりすることが，児童の思考を促す上で有効であ

１．単元を通して教科書を読むこと 
○ 学習内容の系統性を読み取る。 
○ 一単位時間ごとのポイントを読み取る。 

２．構成要素を見抜くこと 
○ 意味を考え，関連付ける。 

【資料７】教科書研究の基礎・基本 
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るという仮説を立てることができ，それに対応した発

問計画を，②で考えることができた。①と②から，本

時の指導で児童に最もおさえさせたいことは，「（ ）

を用いた式の計算順序」であり，その理解には，「加法

の結合法則が成り立つことに気付かせること」が必要

になると読み取ることができた。全ての分析を通して，

③の「本時の目標」を定めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料８】教科書研究シート 

 

 

 

 

 

 

 

「教科書研究シート」の作成を通して，教科書の内

容を意味付けたり関連付けたりして分析を進めたこと

から，教えるべきポイントが整理され，１時間の学習

目標を明確にして授業に臨むことができるようになっ

た。また，教科書の意図をより確実に理解することで，

明快な発問や指示を行うことができるようになった。

学習目標の達成に向けて授業を展開するために，「教科

書研究シート」の作成が有効であったと言える。 
課題としては，「教科書研究シート」の作成によって

指導すべき内容の理解が深まる反面，授業の中で「教

えなければいけない」「行わなければいけない」といっ

た感情が働きやすくなることが挙げられる。このよう

な感情が働いてしまったことで，児童の思考場面より

も教師の説明場面を増やしてしまった。教師が説明を

しすぎてしまう授業では，一部の理解できる児童は参

加できるが，それ以外の児童は思考が止まって参加で

きなくなってしまい，授業者と児童との距離は離れて

いってしまう。教科書研究は欠かせないが，型にはま

りすぎず，実践の中で児童の様子を見極めて授業を展

開していく力も必要であることを学んだ。 
２単元を通して，文章から「分かっていること」と

「知りたいこと」をおさえさせる授業展開を目指した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２単元の終末に行わせた学習内容の確認テストから

は，以下のような結果が得られた。 

「分かっていること」に下線を引けた児童 「知りたいこと」を四角で囲めた児童 立式できた児童 
21 名 19 名 24 名 

【表１】確認テストの結果 

 

多くの児童が授業で学んだことを生かし，問題の意

味を意欲的に把握しようと努めたことが分かる。また，

文章の内容を正しく立式できていることから，問題の

意味を把握する力が身に付いてきていると推察できる。

「分かっていること」と「知りたいこと」をおさえさ

せる授業展開が，問題の意味を把握する力を高め，文

章題に対する児童の苦手意識を軽減させる上で有効で

あったと言える。今後の実践においても，問題場面や

数量の関係を捉える時間を大切にし，問題を解こうと

する意欲を高めさせていきたい。【資料９】【表１】 

手だて⑤－２ 

「分かっていること」と「知りたいこと」をおさえさせる授業展開 

（１）児童の実態 

担当学級５年１組の児童は，学習への意欲が共通し

て高い。興味・関心の幅も広く，「知りたい」「調べた

い」という思いにあふれる様子が多く見られる。また，

「みんなでつくる」という学級目標の下，授業，行事

の全てにおいて，自分の役割を意識し，主体的に取り

組む児童の姿が目指されている。そのため，学級の全

員が「つながり」の大切さを理解し，よい授業も，よ

い学級も「みんなでつくる」ことができることを実感

できている様子である。 
算数科に関しては，前時の学習内容の振り返りから

（「今まで」），本時の課題をつかみ（「これから」），学

習に取り組む（「めあて」）という流れで構成された，

テンポのよい授業展開によって，児童は学習意欲を高

められている。しかし，理解度には個人差があり，特

対応 

３ 

２ ２ １ １ 

１ 

２ 

３ 

①は「分析内容」，②は「学習の流れ」，③は「本時の目標」である。

まず，縮小コピーした教科書を貼り，①に教科書から得られた情報や，

分析した内容などを書き込んでいく。次に，予想される児童の発言や，

教師の発問計画などを，①の分析内容と対応させて②に書き込んでい

く。そして，①と②から，「本時の目標」を定め，③に書き込む。 

以上が「教科書研究シート」作成の流れである。 

 

 

①は教科書の問題文，②は文章から引き出した「分かっていること」，

③は文章から引き出した「知りたいこと」である。具体的な児童の活動

の流れは，問題文から「分かっていること」に下線を引き，「知りたいこ

と」は四角で囲み，全体の発表を通して題意をつかむというものである。

【資料９】算数科「計算のじゅんじょ」板書（１時限目実践）

対応 対応 
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定の児童の挙手・発言が目立つため，自分の考えに自

信がもてず，授業が進むにつれて自ら考えようとする

意欲を低下させてしまっている児童も見られる。 
（２）実践のねらい 

担当学級で日々行われている授業構成の型を参考に，

仮説⑤に基づいた実践を，高学年向けの問題解決学習

に発展させて実践した。高学年という児童の実態から，

自力解決に向けた「見通し」をもつことができれば，

児童は「分かる」「できる」「身に付く」を実感し，「学

ぶ意欲」を「学ぶ楽しさ」につなげていくことができ

ると考える。そこで，本実践では，「分かっていること」

（「前時の学習内容」）を振り返らせ，「知りたいこと」

（「本時の課題」）について考えさせる授業展開で，児

童が自ら考える力や学ぼうとする意欲を高めることを

ねらいとする。 
（３）実践の様子と考察 

＜算数科「面積」 11 月 20 日（水） 実践＞ 

本実践は，算数科の「面積」の単元の８時限目の実

践を通して行った。本時の目標は，「台形の面積を求め

る公式を考えさせ，面積を求める公式を理解させる。」

である。 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 【写真９】算数科「面積」板書（８時限目実践） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 指導にあたっては，まず，児童の思考を促すための

知識の定着を図った。具体的な方法として，①で「分

かっていること」（前時の学習内容）を振り返らせ，②

で「知りたいこと」（本時の課題）について考えさせた。

そして，③で「本時の学習内容」を確認させた後，①

と②の比較から，③を解決するための④「見通し」に

ついて考えさせた。高さが外側にくる場合においても

三角形や平行四辺形の求積公式が使えるという既習事

項を，①で定着させられたことや，その知識が本時の

学習課題解決の鍵になることを③で理解させられたこ

とが，自力解決に向けた「見通し」をもたせることに

つながったと考える 

 自力解決に向けた「見通し」をもたせられたことで，

⑤の「問題解決学習場面」では，意欲的に問題解決に

向かう児童の姿を引き出すことができた。また，机間

指導を通して，児童の考えを一つ一つ肯定して回った

ことで，⑥の「適用題」では，学級の３分の２以上の

児童の発言を引き出すこともできた。「分かっているこ

と」（「前時の学習内容」）を振り返らせ，「知りたいこ

と」（「本時の課題」）について考えさせる授業展開が，

児童の自ら考える力や学ぼうとする意欲を高めること

につながったと言える。 
 
V 研究の成果 

１ 第１次実践 

気持ちよく過ごせる教室づくりを継続して行ってき

たことで，少しずつ児童の言動に変化が見られるよう

になってきた。 

 

 

 

 

 

 

 
 
実践前まで，児童は教室に物が落ちていてもあまり

気に留めてはいなかった。しかし，ロッカーの前に落

ちていた帽子に気付き，名前を確かめ本人まで自ら届

けるという行動が見られた。また，帽子を受け取った

児童は，「ありがとう」とその場できちんとお礼を伝え

ることができており，「気持ちよくなれる言葉」を無意

識に扱えるようになっていた。学級生活に対する意欲

の高まりから，「やってみよう」を引き出すための環境

づくりが有効であったと言える。 
２ 第２次実践 

「児童の発達段階の考慮」「教材の理解」「授業展開

の工夫」の３つの視点を軸に，分かる授業やおもしろ

い授業の実践を心がけてきた。 

 「児童の発達段階の考慮」の視点を軸にして取り組

んだ「児童のノート作成例」を基にした板書づくりは，

算数科の全ての実践の中で継続して行った。行やマス

目の使い方を意識し，板書に忠実なノート作成を行う

力が高まってきている様子が分かる。また，「長さ」の

単元と比較すると，「かけ算（１）」の単元では，ノー

ト作成にかける時間が大幅に短縮され，児童が学習課

題に向き合う時間を増やすことができるようになった。

ノートを作成しやすくなればなるほど，児童は学習内

容に集中する時間を多く得られる。児童のノート作成

を意識した板書づくりが，「やってみよう」を引き出す

土台づくりとして有効であったと言える。【資料 10】 
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４ ２ ５ １ 

【写真４】実践から３か月後の児童の様子

 

①は「前時の学習内容」（「今まで」），②は「本時の学習課題」（「これ

から」），③は「本時の学習内容」（「めあて」「問題１），④は「本時の

見通し」（「見通し」），⑤は「問題解決学習場面」（「考え方」），⑥は「学

習のまとめ」「適用題」（「まとめ」「問題２）である。授業は①から⑥

の流れで展開し，児童の思考を促していく。また，⑤でつまずく児童に

は④を，④でつまずく児童には①や②を振り返らせるなど，思考の流れ

を取り戻すための働きかけも合わせて行っていく。 
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「教材の理解」の視点を軸にして取り組んだ「教科

書研究シート」の最大の利点は，児童の視点に立って

教科書研究を行える点にあったと考える。直接指導の

流れや発問，指示などを書き込むことで，児童の思考

の流れが見えてくるため，教科書に沿った適切な働き

かけを行うことができた。教科書研究の徹底が，児童

の学びやすさを引き出し，学習目標の達成に向けた授

業を行う上で，有効であったと言える。 
「授業展開の工夫」の視点を軸にして取り組んだ「分

かっていること」と「知りたいこと」をおさえさせる

授業展開では，低学年の児童は，問題において活用す

べき知識と，学ぶべき知識をそれぞれ把握した上で，

学習に臨めるようになった。これらが，児童の思考を

促し，問題に挑戦しようとする意欲を高めることにつ

ながったと考える。また，高学年の児童は，知識を把

握するだけでなく，知識を関連付けて学習することで，

自力解決に向けた「見通し」をもつことができるよう

になった。この「見通し」が，児童のさらなる思考を

促すための鍵となり，より意欲的に問題解決へと向か

う児童の姿を引き出すことにつながったと考える。「分

かる」「できる」「身に付く」を実感させるための授業

展開の工夫が，児童の自ら考える力や学ぼうとする意

欲を高めさせる上で，有効であったと言える。 

 

Ⅵ おわりに 

本研究では，児童の「やってみよう」を引き出す授

業実践を通して，学ぶ楽しさを実感できる児童の育成

を図ってきた。思うように展開できなかった実践は多

く，反省点ばかりであるが，自身の仮説を基にした手

だてを通して，児童の「挑戦しようとする姿」「知識を

活用しようとする姿」「自力で課題を解決しようする姿」

などを引き出すことができ，「学びを楽しむ姿」に近づ

くことができたと実感する。より多くの児童の「やっ

てみよう」を引き出すために，本研究で得られた成果

を軸に，授業力の更なる向上に努めていく所存である。 

また，教職大学院２年間の学びから，様々な理論を

知り，実践を通して自分の理論として構築してきたこ

とで，理論を備えた実践的な指導力を身に付けること

ができた。何より，教師は日々学び続け，向上してい

く姿勢をもつことが欠かせないという，今後の教職人

生の基盤となるであろう大切な考え方を胸に刻むこと

ができた。教育現場に出てからも，多くの人から学ぶ

姿勢を忘れず，実践し続けられる教師でありたい。 

 

【注記】 

注１）中央教育審議会答申「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学級の学習指導要領の改善に

ついて」（2008.1）を参照。 

注２）文部科学省『OECD 生徒の学習到達度調査 2012 年調査国際結果の要約』（2013.12）を参照。 

注３）国立教育政策研究所『学習意欲に関する調査研究 概要』（2000-2001）を参照。 

注４）杉山正一『やる気を育てるじょうずな教師』（東洋館出版社.1977）を参照。 

注５）Jere Brophy『やる気をひきだす教師 学習動機づけの心理学』（金子書房.2011）を参照。 

注６） 教師のチカラ編集委員会・日本標準教育研究所『子どもを「育てる」教師のチカラ No.7』（日本標準.2011）

を参照。 
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【付記】 

 教職大学院２年間では，学校サポーター活動，特別課題実習，教師力

向上実習，多様なフィールド実習など，多くの実践の場を与えていただ

きました。とりわけ，実習中は，連携協力校の校長先生をはじめ，諸先

生方の温かい御指導・御助言があったからこそ，有意義な研究実践を行

えたと感じております。お世話になった全ての先生方に，心から感謝申

し上げます。 

 最後になりましたが，学校サポーター活動，教師力向上実習Ⅰ・Ⅱ，

修了報告書の作成において，継続的にご指導してくださった大矢忠史先

生をはじめ，温かく御指導・御助言してくださった教職大学院の全ての

先生方に，心から感謝申し上げます。本当にありがとうございました。 

 

 
教師力向上実習Ⅱの後半に行った「かけ算（１）」の授業実践の「児

童のノート作成例」と「児童のノート」である。 

【資料 10】「児童のノート作成例」(左)と「児童のノート」（右）の比較 
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